
2023/3/16

1

グレーシーキュレットの
使⽤原則

23/3/16 22時 39分

★
B

rillia★

1

グレーシーキュレットの使⽤原則

１
• 適切なカッティングエッ
ジを確認する

２
• 執筆状変法で把持する

３
• 固定点を取る

４
• ⻭⾁縁下へ挿⼊する

５
• スケーリングストローク

６
• ルートプレーニングスト
ローク

７
• スケーリング・ルートプ
レーニングの終了基準
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①適切な
カッティングエッジ
を確認する
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②執筆状変法で把持する

親指と⼈差し指は向かい合うようにし、指がまるく
弧を描くように

中指も器具に添え、薬指、⼩指も離さず脇につける
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③固定点を取る

• ⻭軸とスケーラーのターミナルシャン
クは常に平⾏にする
• 固定点をとったら、ずれたり滑ったり
しないようにしっかりと固定させる

固定点をとるときのポイント
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③固定点を取る

作業部付近への固定 反対側への固定 対合⻭列への固定 他の指への固定
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③固定点を取る
⼿のひらを上に向
けた⼝腔外固定

⼿のひらを下に向
けた⼝腔外固定 保持固定
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③固定点を取る

作業部付近への固定 反対側への固定 対合⻭列への固定 他の指への固定
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③固定点を取る

⼿のひらを上に向けた⼝腔外固定 ⼿のひらを下に向けた⼝腔外固定 保持固定

23/3/16 22時 39分

★
B

rillia★

10

④⻭⾁縁下へ挿⼊する
• ⻭⾁を傷つけたり、グレーシーキュレットのバックの部分でポケットの⼊り⼝を押し広げたりしな
いよう注意

• スケーラーを軽く把持してできる限り、フェイスと根⾯を向かい合わせるようにしてポケット底ま
で⼊れる

• ⼒を加えず探索ストロークで⻭⽯を探索しながらゆっくり進めていく

• ポケット底は少し抵抗があって、弾⼒があるように感じられることが多いが、炎症が強いと⾮常に
やわらかくて捉えにくいこともある
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⑤スケーリングストローク

• カッティングエッヂを⻭⽯の最も根尖側に咬ませて、強めの側
⽅圧で“引く”操作を繰り返す

• 刃先１／３に⼒を集中させる
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⑤スケーリングストローク

• カッティングエッヂを⻭⽯の最も根尖側に咬ませて、
強めの側⽅圧で“引く”操作を繰り返す

• 刃先１／３に⼒を集中させる
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挿⼊⾓度と
作業⾓度
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⑥ルートプレーニングストローク
• 最終的に根⾯をスムースにするため、軽くて均⼀な側⽅圧で“⻑く引き上げる”操作

• 垂直、斜め、⽔平のストロークを密に交差させて仕上げる
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⑦終了基準

★ Brillia★ 23/3/16 22時 39分

⼿指に伝わる感覚

ポケット内から出てくる⻭⽯や⾎液の変化をみる
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効果的なSRPのためのポジション
のとり⽅
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